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（びわこ豊熟シニアクラブ大会）（びわこ豊熟シニアクラブ大会）
　

平
成
21
年
11
月
13
日
、
滋
賀
県
立

文
化
産
業
交
流
会
館
で
第
48
回
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
10
時
過
ぎ
に
開
会
さ
れ
、

開
式
の
言
葉
に
続
き
君
が
代
斉
唱
、

物
故
者
へ
の
黙
祷
が
お
こ
な
わ
れ
、

続
い
て
橋
本
県
老
ク
連
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
県
知
事
表
彰
、
県
老
ク

連
会
長
表
彰
お
よ
び
全
老
連
会
長
表

彰
（
活
動
部
門
）
の
伝
達
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
漣
滋
賀
県
健
康
福
祉

部
長
、
梅
村
県
議
会
副
議
長
、
泉
米

原
市
長
の
祝
辞
の
後
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
野
洲
市
の
西
村
秀
継
氏
よ
り

謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
大

会
宣
言
を
採
択
し
て
式
典
が
終
了
し

ま
し
た
。

　

11
時
か
ら
は
第
28
回
豊
熟
シ
ニ
ア

の
主
張
優
秀
者
の
発
表
が
行
わ
れ
、

古
賀
彩
子
さ
ん
（
大
津
市
）
の
「
夫

の
病
気
に
学
ん
だ
こ
と
」、
若
林
良

治
さ
ん
（
湖
南
市
）「
こ
れ
か
ら
の

家
族
に
求
め
ら
れ
る
も
の
〜
私
た
ち

高
齢
者
の
役
割
を
考
え
る
」
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
デ
ジ
サ

ポ
滋
賀
説
明
会
事
務
局
か
ら
「
ア
ナ

ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
」

に
つ
い
て
、
滋
賀
県
警
高
齢
者
交
通

安
全
推
進
室
ふ
れ
あ
い
チ
ー
ム
か
ら

「
反
射
材
の
効
果
」
に
つ
い
て
説
明

を
聞
い
た
後
、
県
老
ク
連
女
性
委
員

と
男
性
会
員
が
壇
上
に
立
ち
、
い
き

い
き
ク
ラ
ブ
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し

午
前
の
部
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
は
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表

会
が
行
わ
れ
、
西
浅
井
町
・
コ
ー
ラ

ス
、
大
津
市
・
銭
太
鼓
、
草
津
市
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
栗
東
市
・
歌
と

舞
踊
、
竜
王
町
・
舞
踊
、
日
野
町
・

合
唱
と
健
康
体
操
、
湖
北
町
・
社
交

ダ
ン
ス
、
愛
荘
・
甲
良
・
豊
郷
・
多

賀
の
四
町
に
よ
る
創
作
劇
の
共
演
で

非
常
に
盛
り
上
が
り
、
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
「
青
い

山
脈
」
の
大
合
唱
で
飾
り
盛
会
の
う

ち
に
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

滋賀県知事表彰
１．老人クラブ育成指導功労者
大津市 杉浦和一
草津市 久保　稔
甲賀市 中榮正二
野洲市 西村秀継
高島市 宮崎太門
高島市 志連紀惠子

２．優良老人クラブ
草津市 渋川西老人クラブ

守山市 播磨田老人クラブ
栗東市 野尻老人クラブ白百合会
高島市 海津一区老人クラブ

３．「老人クラブ淡海の郷づくり事業」優良老人クラブ
・伝承部門
　大津市 瀬田北学区老人クラブ連合会
・社会奉仕部門
　高島市 浜老人クラブ

滋賀県老人クラブ連合会会長表彰
１．老人クラブ育成功労者
綾　　　知　計 大津市
西　村　源　一 大津市
鎌　江　寛　治 大津市
榎　木　敬　一 彦根市
殿　村　省　治 彦根市
冨　江　武　治 近江八幡市
田　村　　　勝 草津市
舟　瀬　昭二郎 栗東市
鵜　飼　弘　一 甲賀市
今　井　　　進 甲賀市
大　西　行　雄 野洲市
谷　口　りよ子 湖南市
多　胡　　　正 高島市
清　水　真　夫 高島市
世　代　　　甫 米原市

　青　山　昭　二 安土町　
　勝　見　藤三郎 竜王町
　田　中　　　猛 甲良町
　宮　田　鈴　子 甲良町
２．優良老人クラブ
　松鶴クラブ 大津市
　辻ヶ下老人クラブ 大津市
　シルバークラブ千頭会 大津市
　海瀬町新生会 彦根市
　十王町老人クラブ 近江八幡市
　北大萱老人クラブ光寿会 草津市
　欲賀老人クラブ 守山市
　山出老人クラブ 野洲市
　中央虹の会 湖南市
　古川老人クラブ 高島市
　下出屋敷老人クラブ 甲良町

　萱原榮寿会 多賀町
３．篤行者
　清水文子 多賀町
４．永年勤続者
　田　中　茂　子 守山市老人クラブ連合会
　東　平　信　昭 愛荘町愛知川老人クラブ連合会
　村　上　左　門 虎姫町老人クラブ連合会
　

●全老連会長表彰（活動賞）
　１．仲間づくり活動部門
　　　彦根市老人クラブ連合会　彦根市
　　　安土町老人クラブ連合会　安土町
　２．健康づくり活動部門
　　　草津市老人クラブ連合会　草津市
　　　今浜町老人クラブ　守山市



第15号　３月号（2）

　

平
成
21
年
12
月
１
日
県

立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
教
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
３
０
０
名
を
超
え
る
参

加
者
が
集
ま
り
午
前
10
時

よ
り
開
会
し
ま
し
た
。

　

橋
本
県
老
ク
連
会
長
の

挨
拶
の
あ
と
、
大
阪
市
立

い
き
い
き
エ
イ
ジ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
館
長
の
石
田
易
司

先
生
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。「
老
人
ク
ラ

ブ
の
活
性
化
と
地
域
福

祉
」
と
題
さ
れ
た
講
演
で

は
、
高
齢
者
に
関
す
る
各

種
の
統
計
調
査
デ
ー
タ
ー

を
も
と
に
高
齢
者
を
取
り

巻
く
環
境
変
化
や
地
域
福

祉
の
課
題
を
分
か
り
や
す

く
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
、
２
０
１
５
年

に
高
齢
者
25
％
時
代
を
迎

え
、
制
度
に
よ
る
だ
け
で

な
く
市
民
の
自
治
に
よ
っ

て
、
地
域
社
会
の
活
力
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
、
地

域
社
会
を
構
成
す
る
市
民

並
び
に
多
様
な
組
織
お
よ

び
参
加
と
協
働
に
よ
り
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
に
な
る

と
逆
の
発
想
が
難
し
く
な

る
こ
と
を
後
出
し
じ
ゃ
ん

け
ん
を
例
に
と
っ
て
話
さ

れ
、
勝
つ
こ
と
は
簡
単
だ

が
負
け
る
こ
と
は
難
し
い

こ
と
を
会
場
の
参
加
者
全

員
で
体
験
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
滋
賀
県
土
木

交
通
部
交
通
政
策
課
か
ら

「
見
る
・
待
つ
・
止
ま
る
・

確
か
め
る
〜
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
た
め
に
〜
」
と

題
し
て
特
に
夜
光
反
射
材

の
着
用
効
果
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、「
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
を

参
加
者
全
員
で
行
っ
た
後

「
と
も
に
輝
い
て
生
き
る

地
域
づ
く
り
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
県
老
ク
連
女
性

委
員
会
研
修
会
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
西
山
女
性
委
員

長
の
挨
拶
の
後
「
全
老
連

女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

参
加
し
て
」
と
題
し
て
白

井
女
性
委
員
が
報
告
。

　

引
き
続
い
て
、
石
田
易

司
先
生
の
座
長
に
よ
り
事

例
研
究
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
津
市
老
ク
連
副
会

長
東
き
く
枝
さ
ん
、
甲
賀

市
老
ク
連
副
会
長
髙
井
美

代
子
さ
ん
、
竜
王
町
老
ク

連
副
会
長
畑
中
芳
枝
さ

ん
、
彦
根
市
高
宮
和
楽
会

第
５
支
部
前
支
部
長
和
田

美
智
子
さ
ん
、
木
之
本
町

老
ク
連
会
長
藤
田
市
治
さ

ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
事
例
が
発
表

さ
れ
、
女
性
会
員
が
単
位

ク
ラ
ブ
や
市
町
連
合
会
段

階
で
役
員
に
登
用
さ
れ
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
元
気

い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
い
る

事
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
藤
田
市
治
会
長
か

ら
は
、「
男
女
共
同
参
画

と
し
て
の
そ
よ
か
ぜ
教

室
」
と
題
し
て
、
参
加
者

の
男
女
比
率
等
に
頭
を
痛

め
な
が
ら
常
に
男
女
共
同

参
画
の
理
念
を
老
人
ク
ラ

ブ
の
運
営
の
中
心
に
置
い

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
意
見
交
換
の
後
、
石

田
座
長
か
ら
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
重
要
性
、
一
人

ひ
と
り
の
気
持
ち
を
く
ん

だ
ク
ラ
ブ
運
営
が
求
め
ら

れ
る
と
研
修
会
の
ま
と
め

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
ふ
る
さ
と
」
の

歌
を
合
唱
、
藤
田
幸
子
副

委
員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ

で
研
修
会
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

平
成
22
年
１
月
15
日

（
金
）
県
老
ク
連
正
副
会

長
は
嘉
田
知
事
と
面
談

し
、
県
老
ク
連
の
現
況
と

課
題
を
説
明
し
、
併
せ
て

要
望
事
項
に
理
解
を
求
め

た
。

平
成
21
年
度
第
２
回
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会
と

県
老
ク
連
女
性
委
員
会
研
修
会
が
合
同
開
催

滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋
賀
県
知
事
へ

滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋滋
賀
県
知
事
へ

県県県県県県県県県県
老
ク
連
の
現現現現

県県県県県県県県県県
老
ク
連
の
現現現現

況況況況況況況況況況況況況況
説
明
を
行
うううううう

況況況況況況況況況況況況
説
明
を
行
ううううう

　

高
齢
者
相
互
支
援
活
動

研
修
会
当
日
の
午
後
か

ら
、
女
性
委
員
会
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
代
表

５
名
の
方
に
発
表
し
て
頂

き
ま
し
た
。
私
達
老
人
ク

ラ
ブ
も
様さ
ま
々ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
、
単
位
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る

事
、
会
員
の
減
少
、
加
入

率
低
下
、
役
員
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
る
方
が
な

く
、
現
在
で
は
女
性
委
員

会
活
動
に
も
大
き
な
改
革

の
時
期
を
む
か
え
て
い
る

の
で
は
と
、
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
か

ら
質
問
も
伺
い
、
実
の
あ

る
研
修
会
で
あ
っ
た
事
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
前
に
お
願
い
致
し
ま

し
た『
こ
の
木
な
ん
の
木
、

希
望
の
樹
』
が
立
派
に
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

葉
っ
ぱ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

計
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

 

（
西
山
順
子
）

女
性
委
員
会
だ
よ
り

女
性
委
員
会
だ
よ
り

嘉田知事と面談する正副会長

※思っていること 男性34名
○クラブの繁栄はリーダーの「やる気」である。
○男女共に進んで参加できるクラブに。
○高齢者には、利己主義者が多い。

　女性22名
○出会いを大切に楽しく生活したい。
○まず孤独にならないこと。

※肯定意見 男性21名
○ 老人クラブは灰色のイメージがあったが、「老
いを強く楽しく生き抜く」ことを学びたい。

○クラブ活動に参加、知識を深めたい。
○我が人生に入学あり、卒業はなし。

　女性35名
○ 仲間づくりの輪が広がった研修、健康づくりが
出来楽しい。

○子ども達との交流でパワーをもらった。

※悲観意見 男性６名
○合併前に戻りたい。
○ 年齢層が広く、若年層と年長者層の考えに相違
があり。

　女性24名
○合併後の老人クラブ活動が心配。
○老人クラブ崩壊の危機（合併前に戻りたい）。
○ 老人クラブ活動は、会員の年齢幅が広く難しい。
○ 補助金の減額。

○ 公助、自助、共助の概念をどう定着していくか。

※改革意見 男性41名
○会員の交流を増やす。
○若手会員の入会を望む。
○役員は留任せず、若い会員の育成を希望。

　女性32名
○友愛活動を積極的に持つように。
○気軽に参加できるクラブづくり。
○ クラブの役割では、奉仕・健康を通じて地域の
連帯感を深める。

※抱負表明 男性８名
○ 健康・友愛・奉仕の３大目標で地域に貢献し、
日々の生活に感謝して生きたい。

　女性28名
○ 長い人生経験をもとに次世代に残すものを見つ
け、地域の担い手として社会的役割を果たす。

◎「あ・い・う・え・お」の暮らしを！
　あ…会いたい人がいる。
　い…行きたい所がある。
　う…生まれてきて良かったと思える。
　え…笑顔がいっぱいある。
　お…お互いの違いを認め合える。

葉っぱアンケート集計結果

募集原稿投稿要領募集原稿投稿要領募集原稿投稿要領
この会報は会員の皆様が参加して作るものです。投稿の題名は自由です。
皆様からの「ひろば」への投稿をおまちしております。
下記の要領にしたがって、気軽にどしどし投稿してください。

◆ 原稿は、題名、氏名、単位クラブ名（所属老ク連名）を含み、470字以
内にしてください。写真があれば360字以内とし、写真も一緒に送って
ください。（所定の字数より多い場合、掲載が出来ないことがありますの
で、所定字数内でお願いします。また、各号お一人様一作品とさせてい
ただきます。）

◆ 文芸欄の「短歌・俳句・川柳・情歌」は、お一人様一部門一作品（厳守）
とし、どの部門かを必ず明記して下さい。（１枚のハガキに同一部門の複
数作品は、無効となりますので注意願います。）応募はハガキでのみとし
ます。（連名・封書は対象外とします。）

（注） 同一人の作品が重複（複数応募）した場合は、各号の原稿締切日に近
い作品とさせていただきますので、ご了承願います。難しい漢字（あ
て字）にはふりがなを記入して下さい。

◆ 投稿方法　 郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所属市町
老ク連名を明記してください。

◆ 原稿締切　 特にありません。いつでも応募できます。紙面・印刷の関係
上直近号に掲載できないことがありますので、ご了承願いま
す。

◆ 原稿等送付先　〒525-0072 草津市笠山７丁目８番138号
　　 県立長寿社会福祉センター内
　　　　　　　　　 滋賀県老人クラブ連合会事務局
◆ 投稿作品は、掲載したもの、掲載できなかったもの、いずれの原稿・資
料および写真等は返却いたしませんので、ご了承願います。

あなたの胸の赤い羽根がこのまちの福祉活動を支えます。

　赤い羽根共同募金にご協力ありがとうございました。

　みなさまからいただいた寄付金は、地域のさまざまな福祉活動やボラ

ンティア活動の支援のために、役立たせていただきました。

滋賀県共同募金会



第15号　３月号（3）

健康づくり推進員

だより

　県老ク連では、健康づくり支援事業として、各市町等連合会、
支部・ブロック・学区連合会および単位クラブの「健康づくり
事業」への出前講座をおこなっております。
　寒かった冬場の運動不足を解消する季節です。「ニュースポー
ツ」・「健康体操」等で身体を動かしませんか！ちょっと栄養の
バランスを考えた料理講習会はどうですか！
　健康づくり推進員は、皆様の健康づくりのサポートをしてい
ます。新年度の事業計画に、県老ク連健康づくり推進員が行う、
『出前講座』のご利用を検討して下さい。（原則土・日・祝日は
取り扱いをしておりませんが、体操等についてはご相談に応じ
ます。）
　なお、健康づくり推進員（講師）の派遣費用（謝礼、交通費、
講習用資料代等）は、全て県老ク連が負担します。
　お申し込みは、各市町等老ク連事務局を通じて県老ク連へ、
２週間前までにお願いいたします。（講師との日程調整のため、
事前に一度県老ク連あて連絡をお願いします）

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

●春の全国交通安全運動●

期
　
間

４月６日（火）
～

４月15日（木）

①高齢者と子どもの交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③ 全席シートベルトとチャイルドシートの正し
い着用の徹底
④ 夕暮れ時・夜間の交通事故防止と反射材の普及

☆　やさしさが　キラリ湖国の　交通マナー　☆
料理教室

会報

「いきいき近江」は、
発行費用（取材、編集、印刷等）を、
広告掲載費でまかなっております。

広告掲載により、「いきいき近江」の発行を
サポートしていただける、

スポンサー様を募集しております。

◎お問合せは、広告業務取扱㈱関広までお願いします。
〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上ル

ＦＡＸ. 075－231－467

◎お問合せは、広告業務取 ㈱関広までお願いします◎お問合せは、広告業務取扱㈱関広までお願いします。◎お問合せは、広告業務取扱㈱関広までお願いします。
〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上ル〒604-0857　京都市中京区烏丸通二条上ル

ＴＥＬ. 075－212－5221ＴＥＬ. 075－212－5221
ＦＡＸ. 075－231－4677ＦＡＸ. 075－231－4677ＦＡＸ. 075－231－4677

営業部担当 竹井　営業部担当：竹井　営業部担当：竹井

広告スポンサー
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保
健
・
体
育
部
会
の
活
動

 

草
津
市
老
ク
連

　

一
番
人
気
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
は
協
会
の
協
力
を
得
て
、

大
盛
況
で
す
。

　

会
員
参
加
が
１
０
０
０
人
以
上

に
も
な
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

は
部
会
に
と
っ
て
、
大
仕
事
行
事

で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
点
検
、
係

の
割
り
当
て
、
道
具
の
用
意
等
々

を
昨
年
度
の
反
省
と
今
年
の
取
り

組
み
を
打
ち
合
わ
せ
、
資
料
づ
く

り
を
始
め
ま
す
。

　

出
来
た
資
料
を
学
区
に
持
ち
帰

り
、
単
位
ク
ラ
ブ
と
調
整
し
選
手

名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　

毎
年
の
こ
と
で
す
が
役
員
が
替

わ
る
の
で
四
苦
八
苦
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
グ
ラ
ウ
ン
ド
準
備
の

日
、
台
風
が
接
近
理
事
会
・
体
育

部
会
で
話
し
合
い
が
も
た
れ
ま
し

た
。

　

今
は
晴
れ
て
い
る
、
午
前
中
だ

け
で
も
や
り
ま
し
ょ
う
。
朝
か
ら

雨
と
わ
か
っ
て
い
て
、
準
備
は
意

味
が
な
い
。
意
見
は
割
れ
て
し

ま
っ
て
も
め
て
い
ま
す
。

　

体
育
部
会
の
決
断
は
「
今
年
は

中
止
」
と
決
定
！

　

各
学
区
役
員
が
学
区
に
連
絡
に

走
り
ま
し
た
。

　

実
施
し
な
か
っ
た
か
ら
、「
楽

し
か
っ
た
」
の
声
を
聞
く
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年　

実
施
し
な
か
っ
た
こ
と

が
来
年
に
響
か
な
い
か
、
心
配
も

残
り
ま
し
た
。

　

や
り
ま
し
た
！
楽
し
か
っ
た
！

の
報
告
は
気
持
ち
い
い
で
す
が
実

施
で
き
な
い
行
事
も
行
事
の
一

つ
。

　

天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
仲
間
づ

く
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る

新
し
い
取
り
組
み
を
見
つ
け
た

い
。

　

頭
が
痛
い
会
議
が
も
う
す
ぐ
招

集
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

長
寿
を
祝
う

守
山
市
老
ク
連
速
野
学
区

　

私
た
ち
速
野
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

は
７
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
で
男
子

４
３
１
人
、
女
子
５
０
３
人
、
総

数
９
３
４
人
で
構
成
し
て
お
り
ま

す
。

　
「
会
員
相
互
の
親
睦
、
地
域
奉

仕
」を
活
動
の
基
本
と
し
て
、各
々

の
単
位
ク
ラ
ブ
、
学
区
活
動
は
勿

論
で
あ
り
ま
す
が
、
市
老
ク
連
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
し
て
お
り
ま

す
。

　

学
区
の
主
な
活
動
は
、
会
員
の

親
睦
・
健
康
づ
く
り
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
介
護
家
庭
へ
の

友
愛
訪
問
以
外
に
、
速
野
学
区
で

は
、
毎
年
９
月
の
敬
老
の
日
に
速

野
学
区
長
寿
祝
賀
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
米
寿
を
迎
え

た
方
が
20
人
、喜
寿
の
方
が
47
人
、

結
婚
50
年
と
い
う
金
婚
式
を
迎
え

ら
れ
た
方
が
11
組
あ
り
ま
し
た
。

合
計
89
人
を
招
待
し
て
長
寿
を
祝

う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
祝
賀
会

の
終
了
後
は
、
県
老
ク
連
の
赤
尾

美
智
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、『
健

康
長
寿
を
め
ざ
し
た
上
手
な
生
き

方
』
と
題
し
て
記
念
講
演
を
開
催

し
、
盛
大
に
、
皆
で
楽
し
い
一
日

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
私
た

ち
健
康
な
高
齢
者
が
地
域
社
会
で

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑

張
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

 

（
今
江
種
一
）

栗
東
市
老
ク
連
高
齢
者
研
修
会

で
発
表
し
て

 

栗
東
市
老
ク
連

　

栗
東
市
老
ク
連
が
県
サ
ー
ク
ル

活
動
に
、
発
表
出
演
が
決
ま
り
役

員
会
に
て
相
談
の
結
果
、
全
員
で

出
演
す
る
事
が
望
ま
し
い
と
題
名

も
決
ま
り
、
男
女
一
緒
に
踊
る
事

に
な
り
、
私
も
初
め
て
出
逢
う
人

達
と
一
緒
に
踊
れ
る
か
と
、
寝
て

も
覚
め
て
も
頭
の
中
は
一
パ
イ
で

し
た
。
何
度
と
な
く
練
習
を
重
ね

な
が
ら
も
、間
違
い
ば
か
り
で
す
。

仲
間
の
人
達
は
、
豊
富
な
知
識
を

持
っ
た
人
達
ば
か
り
で
、
不
安
が

つ
の
る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
た
ら

其
の
人
達
も
、
同
じ
不
安
で
追つ

い

て
行
け
な
い
、
と
話
し
か
け
ら
れ

エ
ッ
！
と
思
い
、
救
わ
れ
た
気
持

に
な
り
ま
し
た
。
当
日
、
時
間
制

限
も
あ
り
慌
あ
わ
た
だし
く
終
り
、
参
加

者
一
同
帰
宅
途
中
、
栗
東
市
老
ク

連
高
齢
者
研
修
会
の
最
終
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
、
飛
び
入
り
で
参

加
披
露
し
よ
う
と
今
度
は
出
演
者

が
楽
し
み
、
当
日
は
ハ
ツ
ラ
ツ
と

し
て
踊
り
を
発
表
す
る
事
が
出
来

た
。
出
演
者
一
同
が
心
一
つ
に
な

り
、
爽
や
か
な
気
持
に
な
れ
ま
し

た
。『
命
に
は
定
年
が
な
い
』、
こ

れ
か
ら
も
素
晴
し
い
出
逢
を
楽
し

み
に
、
日
日
を
過
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
井
上
芳
夫
）

臨
時
総
代
会
開
催野

洲
市
老
ク
憩
連

　

去
る
12
月
14
日
（
月
）
会
則
の

変
更
に
伴
う
臨
時
総
代
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
連
合
会
の
発
足
は
平
成
18
年

１
月
に
合
併
後
３
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
今
回
会
則
の
改
正
に
伴
い

20
年
度
よ
り
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
11
回
の
委
員
会
を
開
催
し

検
討
し
て
来
た
結
果
、
臨
時
総
代

会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
行
は
本
年
（
22
年
）
４
月
よ

り
施
行
さ
れ
ま
す
。

◎
主
な
改
正
点

☆
名
称
の
変
更
を
す
る
事

　

野
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
憩
連
合
会

よ
り
、
野
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
通
称
「
野
洲
市
憩
ク
ラ
ブ
連

合
会
」）
と
す
る
事
。

☆
中
主
・
野
洲
支
部
の
支
部
制
を

廃
止
し
、
地
区
制
（
中
里
・
兵
主
・

野
洲
・
三
上
・
祇
王
・
篠
原
・
北

野
の
７
ブ
ロ
ッ
ク
）
に
す
る
事
。

☆
会
議

　

総
代
会
・
理
事
会
・
役
員
会
を

置
く
。

☆
役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
理
事

の
選
出
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
各

男
女
１
名
を
選
出
し
、
そ
の
中
よ

り
会
長
・
副
会
長
・
会
計
を
選
出

し
そ
の
他
の
者
は
理
事
と
な
る
。

☆
事
務
局
を
両
支
部
に
設
置
し
て

い
た
も
の
を
統
合
し
、
１
カ
所
に

す
る
事
。

☆
専
門
部
を
設
置
（
文
化
部
、
健

康
部
、
社
会
部
、
生
き
が
い
部
の

４
部
）
し
、
各
専
門
部
も
各
地
区

よ
り
男
女
各
１
名
づ
つ
選
出
す
る

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
の
事
業
の
充

実
を
図
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
主
な
改
正
点
を
列
記
し
ま

し
た
が
、
充
分
で
は
な
く
今
後
改

正
を
し
な
が
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
と

し
て
組
織
の
充
実
に
努
力
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
指
導
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

 

（
田
中
正
克
）

社
協
と
共
に
防
災
活
動

甲
賀
市
老
ク
連
土
山
支
部

　

地
域
の
住
民
が
生
命
や
財
産
の

安
全
を
確
保
し
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
社
会

福
祉
協
議
会
、
民
協
、
日
赤
奉
仕

団
の
共
催
で
防
災
活
動
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

あ
ず
ま
防
災
会
の
中
島
仁
史
事

務
局
長
に
３
日
間
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
１
日
目
は
、
滋
賀
県
消
防
局

本
部
か
ら
起
震
車
に
よ
る
体
験
教

室
。
地
震
時
に
身
体
に
受
け
る
感

覚
や
建
造
物
が
受
け
る
影
響
を
体

験
。
消
火
訓
練
は
水
を
使
っ
て
消

化
器
の
使
い
方
を
参
加
者
47
名
が

学
び
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
日
赤
奉
仕
団
員
よ

り
、
お
釜
で
ご
飯
を
炊
い
て
も
ら

い
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
46
名
も
防

災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

３
日
目
は
、
県
社
協
職
員
の
方

が
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
講

義
。
緊
急
時
に
何
が
必
要
か
。
健

康
保
険
証
や
食
料
品
、
貴
重
品
、

暖
房
、
衣
類
等
発
言
さ
れ
ま
し

た
。
土
山
支
部
老
ク
連
廣
沢
会
長

は
「
太
い
ロ
ー
ソ
ク
も
あ
っ
た
ら

便
利
で
す
ね
」
と
高
齢
者
な
ら
で

は
の
発
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

万
が
一
、
災
害
が
あ
っ
た
時
地

域
の
独
居
老
人
や
超
高
齢
者
が
ど

ち
ら
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
か
、
福

祉
マ
ッ
プ
を
作
成
さ
れ
て
い
る
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「
あ
ず
ま
防
災
会
」
に
見
習
っ
て
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
創
設
し
て
い
か
ね
ば
と
強

く
感
じ
た
教
室
で
し
た
。

 
（
原
田
美
枝
子
）

黙
々
と
粘
土
を
こ
ね
る
子
ど
も
達

 

湖
南
市
老
ク
連

　

毎
年
開
催
し
好
評
を
得
て
い
る

「
３
世
代
間
交
流
陶
芸
教
室
」
を

今
年
度
も
、去
る
１
月
16
日
（
土
）

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

例
年
は
、
夏
休
み
中
の
事
業
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
陶

芸
窯
を
新
し
く
し
た
関
係
で
実
施

を
遅
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で

参
加
者
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
少

人
数
な
が
ら
も
中
身
の
濃
い
結
果

を
得
ま
し
た
。

　

小
学
生
７
名
、
親
達
６
名
に
対

し
て
老
人
ク
ラ
ブ
陶
芸
部
員
８
名

が
土
ね
り
か
ら
型
づ
く
り
ま
で
指

導
に
当
た
り
、
そ
の
指
導
を
受
け

て
、
作
業
を
楽
し
み
な
が
ら
懸
命

に
取
組
ん
で
い
る
姿
は
、
傍
か
ら

も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
作
品

の
出
来
栄
え
は
、
こ
の
後の
ち
の
素
焼

き
、
乾
燥
、
本
焼
き
の
結
果
で
姿

を
表
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

色
々
と
考
え
な
が
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

 

（
窯
出
し
は
２
月
初
旬
）

　

今
回
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、

次
回
（
22
年
度
）
に
も
是
非
参
加

し
た
い
と
口
を
揃
え
て
く
れ
て
お

り
、
事
業
の
や
り
が
い
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

陶
芸
部
員
は
、
自
ら
の
趣
味
を

活
か
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
社
会

に
貢
献
し
た
い
考
え
で
い
ま
す
。

事
業
を
通
じ
て
子
ど
も
達
が
、
教

わ
る
尊
さ
、
自
ら
物
を
作
る
喜
び

を
少
し
で
も
感
じ
て
く
れ
れ
ば
幸

い
で
す
。

 

（
池
上
幸
男
）

日
野
シ
ル
バ
ー
大
学

 

日
野
町
老
ク
連

　

日
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
会
員
の
健
康
・
友
愛
・
お
よ

び
奉
仕
活
動
の
礎
を
涵
養
す
る
と

共
に
教
養
を
深
め
る
た
め
に
、
町

と
共
催
で
文
化
振
興
事
業
団
や
社

会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
、
毎

年
４
回
開
講
を
し
て
い
ま
す
。

　

テ
ー
マ
や
内
容
は
会
員
の
要
望

に
添
い
な
が
ら
開
講
の
趣
旨
に
合

う
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
い
て
は

　

第
１
回
目
は
「
身
近
に
潜
む
危

険
」
と
題
し
身
体
の
救
急
時
、
火

災
や
地
震
等
緊
急
事
態
の
適
切
な

対
処
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
の
日

野
消
防
署
の
予
防
係
官
の
講
演
を

受
け
ま
し
た
。

　

一
人
暮
ら
し
や
老
人
夫
婦
世
帯

が
多
い
中
で
尊
い
命
や
財
産
を
守

る
う
え
に
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　

第
２
回
目
は
「
若
者
と
ふ
れ
あ

お
う
」
を
テ
ー
マ
に
日
野
町
少
年

少
女
合
唱
団
の
う
た
ご
え
と
日
野

町
青
年
会
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

踊
り
を
鑑
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
目
は
映
画
「
お
く
り
び

と
」
の
鑑
賞
と
解
説
は
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

　

第
４
回
目
は
「
健
康
で
長
生
き

す
る
に
は
」
と
題
し
て
町
内
で
開

業
さ
れ
て
い
る
下
池
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
に
よ
る
動
脈
硬

化
予
防
等
の
お
話
を
お
聞
き
し
、

健
康
に
つ
い
て
の
日
常
の
暮
ら
し

方
や
お
薬
の
飲
み
方
な
ど
日
常
生

活
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
も
受
講
生
に
は
大
変
な

好
評
の
う
ち
に
全
４
回
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

当
老
ク
連
の
活
動
で
は
例
年
世

代
間
交
流
を
活
動
目
標
に
挙
げ
て

お
り
ま
す
が
、
殆
ど
か
け
声
で
終

わ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
し
た

が
、
第
２
回
目
の
「
若
者
と
ふ
れ

あ
お
う
」
で
は
少
年
少
女
の
美
し

い
歌
声
に
魅
了
さ
れ
、
あ
の
こ
は

た
あ
れ
・
隣
組
・
と
ん
が
り
帽
子
・

さ
と
の
秋
・
ふ
る
さ
と
な
ど
私
達

が
幼
少
・
青
年
の
時
代
に
愛
唱
し

た
歌
を
全
員
で
舞
台
と
客
席
が
一

体
と
な
っ
て
世
代
を
共
に
し
た
大

合
唱
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
青
年
会
の
元
気
が
満
ち

あ
ふ
れ
る
踊
り
は
、
は
じ
め
て
目

の
あ
た
り
に
し
た
演
技
に
受
講
生

は
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
目
を
奪

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
老
人
会
と
青
年
会
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
昔
の
青
年
団
の

こ
と
や
今
の
青
年
会
の
考
え
や
要

望
贈
り
た
い
言
葉
な
ど
世
代
を
越

え
た
お
互
い
の
立
場
を
尊
重
し
た

意
見
や
主
張
・
提
言
な
ど
で
盛
り

上
が
り
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
で

し
た
。

　

こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
毎
年
12
月
に
青
年
会
が
主
催

さ
れ
て
い
る
「
町
民
駅
伝
大
会
」

が
今
年
は
第
40
回
の
節
目
の
大
会

と
な
り
、
走
者
を
つ
な
ぐ
「
た
す

き
」
を
女
性
部
の
手
作
り
で
お
手

伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

若
者
と
の
交
流
は
私
達
老
人
会

員
に
パ
ワ
ー
と
若
返
り
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
世
代
間
を
通
し
て

交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

 

（
川
原
保
夫
）

パ
ワ
ー
全
開「
ふ
る
里
づ
く
り
」

に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

 

安
土
町
老
ク
連

　

私
達
は
、
今
日
ま
で
多
く
の
人

達
の
お
世
話
を
戴
き
、
こ
の
日
を

迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
各
々

が
培
っ
て
き
た
貴
重
な
体
験
・
経

験
を
活
か
し
「
ふ
る
里
づ
く
り
」

に
一
層
努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。
さ
て
我
国
は
世
界
的
な
不

況
下
に
あ
っ
て
経
済
大
国
文
化
国

家
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
参
り
ま

し
た
。
ト
ヨ
タ
は
世
界
の
自
動
車

業
界
を
リ
ー
ド
致
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
ア
メ
リ
カ
で
販
売
さ

れ
て
い
る
ト
ヨ
タ
車
の
ア
ク
セ
ル

ペ
ダ
ル
の
不
具
合
で
リ
コ
ー
ル
と

い
う
問
題
が
浮
上
い
た
し
ま
し

た
。自
動
車
産
業
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

車
の
機
構
、
性
能
が
交
通
事
故
を

防
ぐ
事
に
つ
な
が
る
問
題
と
し

て
、
避
け
て
通
る
事
は
で
き
ま
せ

ん
。
早
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。文
明
の
先
端
を
い
く
車
は
、

私
達
の
日
常
生
活
か
ら
切
り
離
す

事
は
出
来
ま
せ
ん
。
時
に
こ
の
車

が
凶
器
と
化
し
て
悲
惨
な
交
通
事

故
を
起
こ
し
、
私
達
の
尊
い
命
を

奪
う
の
で
す
。
私
達
は
①
事
故
に

あ
わ
な
い
。
②
事
故
を
起
こ
さ
な

い
。
③
事
故
を
起
こ
さ
せ
な
い
。

こ
の
三
つ
の
約
束
を
誓
い
、
交
通

事
故
の
な
い
明
る
い
楽
し
い
ふ
る

里
、
安
土
の
町
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
安
土
町
老
ク
連
で
は
、

２
０
１
０
年
「
交
通
事
故
撲
滅
ゼ

ロ
作
戦
」
を
実
施
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
活
動
は
今
年
で
５
年

目
の
継
続
と
な
り
ま
す
。
お
陰
様

で
２
０
０
８
年
、
２
０
０
９
年
と

安
土
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
と
言
う
、
良
い
年

を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
近

江
八
幡
警
察
署
管
内
の
交
通
事
故

死
亡
者
ゼ
ロ
の
町
と
し
て
、
表
彰

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
安
土

町
老
ク
連
で
は
、
ま
ず
個
々
の
家

庭
か
ら
、
ひ
い
て
は
集
落
全
町
へ

と
そ
の
輪
を
広
げ
て
お
り
ま
す
。

２
月
25
日
（
木
）
第
５
回
「
交
通

事
故
撲
滅
決
起
集
会
」
を
開
催
。

大
会
に
先
が
け
２
月
４
日
（
木
）

に
は
「
交
通
安
全
啓
発
訪
問
」
を

実
施
。
今
年
度
は
①
加
賀
地
区

２
７
０
戸
②
十
六
地
区
１
５
０
戸

③
上
豊
浦
地
区
１
５
０
戸
の
計

５
７
０
戸
を
重
点
地
区
と
し
て
、

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています
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啓
発
訪
問
活
動
を
実
施
。
当
活
動

に
は
近
江
八
幡
警
察
署
（
３
）
安

土
駐
在
所
（
２
）
安
土
町
交
通
安

全
協
会
（
15
）
安
土
町
老
ク
連

（
30
）
の
御
協
力
を
戴
い
て
い
ま

す
。
第
５
回
「
交
通
事
故
撲
滅
決

起
集
会
」
に
は
交
通
安
全
の
意
識

を
高
め
る
為
、
22
ク
ラ
ブ
よ
り
標

語
を
作
っ
て
発
表
。
大
会
に
あ
わ

せ
交
通
安
全
祈
願
の
大
き
な
絵
馬

を
作
り
ま
し
た
。
絵
馬
に
は
安
全

を
祈
る
会
員
さ
ん
か
ら
の
千
羽
鶴

が
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
７
７
２
名
会
員
の
願
い
「
交
通

事
故
撲
滅
ゼ
ロ
作
戦
」
が
そ
の
成

果
を
上
げ
ら
れ
る
事
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

 

（
森
本
佐
市
郎
）

町
の
あ
ゆ
み
に
取
り
組
む

 

彦
根
市
老
ク
連
福
寿
会

　

私
た
ち
は
、本
町
３
丁
目
の「
福

寿
会
」
と
し
て
、
会
員
の
減
少
に

耐
え
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い

る
。

　

我
が
町
は
、
昭
和
45
年
に
は
約

１
３
０
世
帯
あ
っ
た
の
が
、
現
在

で
は
55
世
帯
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
町
に
は
借
家
住
宅
が
多
く
あ
っ

て
、
そ
の
後
の
新
興
住
宅
街
造
成

が
進
ん
だ
頃
に
、
一
戸
建
住
宅
を

求
め
て
転
出
家
族
が
多
く
あ
っ
た

こ
と
が
、
世
帯
減
少
の
大
き
な
要

因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

福
寿
会
で
は
、
町
の
変
遷
の
記

録
が
必
要
と
い
う
意
見
が
あ
っ

て
、
平
成
10
年
に
会
員
が
調
査
を

し
て
『
古
き
町
並
み
を
偲
ん
で
』

を
作
成
し
、町
内
に
も
配
付
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
14
年
に
は
彦
根
市

立
病
院
の
新
築
移
転
に
伴
っ
て
、

病
院
関
係
の
駐
車
場
の
必
要
も
な

く
な
り
、
ス
ミ
ス
記
念
堂
が
再
築

さ
れ
る
な
ど
、
町
内
も
大
き
く
変

わ
っ
た
。

　

こ
の
機
会
に
再
度
調
査
を
し

て
、『
わ
が
町
の
地
所
・
家
々
の

あ
ゆ
み
』（
仮
称
）
を
作
成
し
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
今

そ
の
作
業
に
と
り
か
か
っ
て
い
ま

す
。

　

近
江
歴
史
回
廊
の
案
内
に
よ
る

と
、
わ
が
町
は
彦
根
山
に
城
が
築

か
れ
る
ま
で
は
、
彦
根
寺
と
い
う

観
音
霊
場
と
し
て
、
平
安
時
代
に

は
名
刹
の
聞
え
が
高
く
、
都
か
ら

の
参
詣
が
流
行
と
な
っ
て
い
た
と

の
こ
と
で
、
巡
礼
街
道
の
終
点
近

く
で
連
着
（
背
に
つ
け
て
物
を
担

う
の
に
使
う
道
具
）を
ほ
ど
い
て
、

道
端
に
あ
っ
た
石
に
腰
を
掛
け
て

ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
石
に
つ
い
て
は
、
藤

原
時
代
か
ら
存
在
す
る
唯
一
の
記

念
物
と
し
て
、
こ
の
石
が
失
わ
れ

る
こ
と
を
心
配
し
て
、
だ
れ
が
言

い
出
し
た
の
か
、
こ
の
石
を
『
腹

痛
石
』
と
言
い
、
さ
わ
る
と
腹
が

痛
く
な
る
と
言
い
伝
え
て
、
大
切

に
守
り
継
が
れ
て
き
た
。

　

こ
の
様
な
歴
史
あ
る
町
と
し

て
、
近
年
の
町
内
の
こ
と
を
記
録

し
た
も
の
を
残
す
こ
と
に
し
よ
う

と
、
福
寿
会
は
町
内
の
伝
言
に
寄

与
し
た
い
と
考
え
、
調
査
・
作
成

に
努
め
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

 

（
田
中
慶
哉
）

高
齢
者
自
転
車
競
技
大
会

 

多
賀
町
老
ク
連

　

昨
年
秋
に
彦
根
、
犬
上
地
区
交

通
安
全
協
議
会
が
多
賀
Ｂ
＆
Ｇ
屋

内
広
場
で
交
通
安
全
高
齢
者
自
転

車
大
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
目

的
は
、
高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る

交
通
事
故
の
発
生
が
増
加
傾
向
し

て
い
る
今
「
高
齢
者
対
象
の
自
転

車
競
技
を
通
し
て
、
自
転
車
乗
用

中
に
お
け
る
交
通
ル
ー
ル
を
再
認

識
す
る
こ
と
と
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
そ
の
習
慣
化
を
図
り
、
悲

惨
な
交
通
事
故
の
発
生
を
防
止
す

る
」
た
め
で
す
。

　

大
会
に
は
、
多
賀
町
老
ク
連
か

ら
本
部
役
員
チ
ー
ム
、
萱
原
栄
寿

会
の
２
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
は
交
差
点
で
車
と
出
合

い
頭
衝
突
、
進
路
変
更
や
横
断
時

に
後
方
や
左
右
か
ら
の
車
と
の
衝

突
、
歩
道
上
で
歩
行
者
の
衝
突
な

ど
テ
ー
マ
項
目
を
配
置
し
た
実
技

コ
ー
ス
を
設
け
ら
れ
、
ペ
ー
パ
テ

ス
ト
と
共
に
競
技
受
講
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
彦
根
市
、
甲

良
町
、
豊
郷
町
か
ら
は
７
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
１
チ
ー
ム
各
４
名
で

構
成
。全
員
一
斉
の
ペ
ー
パ
試
験
、

チ
ー
ム
毎
一
人
ひ
と
り
の
実
技
が

あ
り
そ
の
総
合
得
点
に
よ
っ
て
順

位
を
決
め
ら
れ
る
の
で
す
。

　

結
果
は
入
賞
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
便
利
な
乗
物
と

し
て
利
用
し
て
い
る
も
の
の
、
交

通
ル
ー
ル
等
を
気
に
せ
ず
道
路
を

走
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
今
後
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

事
故
に
あ
わ
な
い
乗
方
等
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
大
会
で
し
た
。

 

（
𠮷
田
廣
藏
）

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています
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わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています
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◆
俳
　
句

大
津
市
　
岩
本
　
利
明

初は
つ

夢ゆ
め

に
　
頬ほ

ほ

の
ゆ
る
み
し
　
目め

覚ざ

め
か
な

野
洲
市
　
中
川
　
節
子

山
粧
う
　
峰
は
幾
重
に
　
彩
模
様

大
津
市
　
木
村
　
信
子

け
な
げ
に
も
　
よ
く
ぞ
咲
い
た
ぞ
　
梅
古

木

高
島
市
　
河
原
田
　
勝

動う
ご

く
と
も
　
止と

ま
る
と
も
見
え
　
蜆

し
じ
み

舟

近
江
八
幡
市
　
松
岡
　
み
ね

夜
の
静し

じ

ま寂
　
外
は
し
ぐ
る
る
　
気
配
か
も

大
津
市
　
松
谷
　
昭
博

図
書
館
や

　
夫ふ

た

り婦
連つ

れ
行
く

　
文
化
の
日

栗
東
市

　
森
野
　
好
子

一
歩
一
歩
の

　
脚
の
あ
と
さ
き

　
去こ

年も

今こ

年と
し

大
津
市
　
福
島
　
達
基

雲
割
れ
て

　
き
ら
め
く
湖う

み

や
　
鴨
の
群

近
江
八
幡
市
　
北
川
　
信
治

水
郷
や
　
波
を
た
た
み
て
　
芦
の
角

大
津
市

　
山
口

　
常
美

宝
た
か
ら

籤く
じ

　
夢
見
て
買
う
も
　
夢
敗や

ぶ

れ

野
洲
市
　
加
賀
爪
久
恵

阿あ

弥み

陀だ

さ
ま
　
や
さ
し
い
眼ま

な

差ざ

し
　
手
を

合
わ
せ

野
洲
市
　
辻
村
　
静
枝

い
い
話
　
ば
か
り
聞
か
せ
て
　
す
る
介
護

草
津
市
　
山
本
　
誠
一

窓
開
け
て
　
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
　
春
を
入

れ

長
浜
市
木
之
本
　
藤
田
　
幸
子

遠
い
日
の
　
ね
ん
ね
こ
干ほ

し
て
　
曾ひ

孫こ

を

待
つ

彦
根
市
　
金
森
　
光
男

老
僧
の

　
響
や
凜
と

　
初
勤
行

草
津
市
　
林
　
　
笑
子

老
梅
の

　
命
絞
り
て

　
を
り
に
け
り

湖
南
市
　
吉
田
　
誠
一

ま
つ
新
の

　
ノ
ー
ト
と
ハ
ー
ト

　
初
句
会

大
津
市
　
谷
　
　
　
栄

感
謝
し
て

　
生
き
る
喜
び

　
去
年
今
年

草
津
市
　
筒
井
　
滋
子

朝
日
あ
び
　
大
地
を
ふ
み
て
　
年
あ
ら
た

草
津
市

　
久
保

　
和
良

粕か
す

汁
の
　
向
こ
う
に
雪
が
　
降
っ
て
い
る

野
洲
市
　
神
山
　
久
子

浜
水
仙

　
岩
を
越
え
ゆ
く

　
波
し
ぶ
き

◆
川

柳

大
津
市
　
辻
野
　
　
伸

神
様
が
　
休
憩
せ
い
と
　
言
う
入
院

守
山
市
　
寺
田
ふ
さ
子

老
翁
と
　
呼
ば
れ
て
み
れ
ば
　
当
た
り
前

安
土
町
　
大
川
　
　
勇

高
笑
い
　
孫
と
嫁
と
の
　
背
を
比
べ

栗
東
市
　
森
野
　
好
子

囲
碁
好
き
や
　
奥
の
手
そ
っ
と
　
し
ま
い

込
み

近
江
八
幡
市
　
北
川
　
信
治

老
人
会
　
さ
れ
ど
傘
寿
は
　
お
年
寄
り

大
津
市
　
山
口
　
常
美

恋
人
と

　
デ
ー
ト
帰
り
の

　
俄

に
わ
か

雨あ
め

草
津
市
　
荒
川
　
和
彦

い
い
句
で
き

　
ノ
ー
ト
開
け
ば

　
も
う
忘

れ

草
津
市

　
山
本
　
誠
一

春
立
つ
や

　
美
女
を
夢
み
る

　
厚
化
粧

長
浜
市
木
之
本

　
藤
田
　
幸
子

老
い
て
な
お
　
夫つ

ま

あ
り
て
こ
そ
　
家
恋
し

草
津
市
　
林
　
　
笑
子

プ
ラ
イ
ド
が
　
少
し
邪
魔
す
る
　
老
の
坂

湖
南
市
　
吉
田
　
誠
一

我
が
家
に
も

　
見
直
し
廃
止

　
仕
分
け
人

草
津
市
　
筒
井
　
滋
子

初
夢
に
　
今
年
こ
そ
は
と
　
と
ら
笑
う

大
津
市
　
遠
近
　
　
修

泣
い
て
い
る
　
政
権
交
代
　
カ
ネ
絡
み

◆
短
　
歌

野
洲
市
　
中
川
　
節
子

過
ぎ
し
日
の
苦
労
忘
れ
る
時
し
ば
し
友
と

喫
茶
で
コ
ー
ヒ
飲
む
と
き

大
津
市
　
饗
場
　
幸
枝

幾
星
霜
積
り
て
今
秋
金
婚
の
加
賀
屋
で
宴

を
迎
へ
た
喜
び

野
洲
市
　
中
道
　
節
子

立た
ち

枯が

れ
の
草く

さ

に
被お

は
る
る
水す

い

仙せ
ん

は
蕾

つ
ぼ
み

抱だ

き

て
じ
っ
と
春は

る

待ま

つ
栗
東
市
　
森
野
　
好
子

い
つ
の
日
か
家
族
の
背
丈
追
い
ぬ
き
て

「
お
か
ん
、
お
と
ん
」
と
孫
青
年
に

野
洲
市
　
竹
内
十
四
枝

夜
店
で
す
く
っ
た
金
魚
五
、
六
ぴ
き
小
さ

な
水
槽
に
せ
ま
し
と
泳
ぐ

大
津
市

　
山
口
　
常
美

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
三
星
料
理
食
す
よ
り
我
が

愛
妻
の
手
料
理
を
!!野

洲
市
　
加
賀
爪
久
恵

散
歩
道
　
大
根
の
れ
ん
　
あ
ち
こ
ち
に
　

北
風
吹
き
て
　
お
ふ
く
ろ
の
味

野
洲
市
　
辻
村
　
静
枝

天
国
の
あ
な
た
に
我
の
近
況
を
頭
の
中
で

何
度
も
書
き
ぬ

草
津
市
　
佐
藤
　
正
人

碧
空
に
鯨
ゆ
る
り
と
現
わ
れ
て
三
上
の
山

に
尾
を
触
れ
て
ゆ
く甲

良
町
　
松
宮
　
花
子

日
の
出
待
つ
涙
で
か
す
む
富
士
の
山
眺
む

る
我
が
夢
子
や
孫
た
ち
と

守
山
市
　
寺
田
ふ
さ
子

繁
繁
と
も
ち
あ
が
る
話
題
に
難
航
党
首
の

耳
ぞ
国
民
の
声

草
津
市
　
林
　
　
笑
子

こ
れ
し
き
の
こ
と
は
メ
モ
せ
ず
覚
え
ん
と

衰
ふ
脳
を
い
ま
だ
過
信
す

大
津
市
　
谷
　
　
　
榮

挿
木
せ
し
　
花
木
の
苗
の
　
芽
吹
き
初
む

　
永
久
に
香
を
乞
ふ

　
沈
丁
の
庭

野
洲
市
　
神
山
　
久
子

歳と
し

重
ね

　
子
の
お
荷
物
に

　
な
ら
ぬ
様

　

手
足
動
か
し

　
健
康
体
操

◆
情
　
歌

大
津
市
　
山
口
　
常
美

千
年
の
恋
の
病
も
今
は
嘘う

そ

好
き
な
貴
女
と

以い

ら
れ
る
幸
福

長
浜
市
木
之
本

　
藤
田
　
幸
子

な
が
な
が
と
病
み
た
る
友
は
涙
し
て
手
の

ぬ
く
も
り
を
さ
が
し
求
め
む

文

芸

欄



第15号　３月号（9）

ほ
れ
薬

草
津
市
　
青
地
　
昇

　
「
ハ
イ
キ
ン
グ
で
拾
っ
て
き
ま
し

た
」
と
70
歳
の
彼
女
か
ら
貰
っ
た
小

さ
な
四
角
の
木
の
実

　

机
の
上
に
置
い
て
飽
か
ず
に
眺
め

て
い
た

　

孫
が
来
て
「
こ
れ　

何
？
」
と
つ

ま
ん
だ
ら
木
の
実
は
２
つ
に
割
れ
て

し
ま
っ
た

　

捨
て
る
の
は
惜
し
い
し　

３
時
の

お
茶
に
割
れ
た
木
の
実
を
浮
か
べ
て

孫
と
飲
ん
じ
ゃ
っ
た

　

孫
が
「
何
の
お
薬
？
」
と
問
う
た

の
で

　

小
さ
い
声
で
「
こ
れ
は　

ほ
れ
薬
」

と
答
え
て
お
い
た

　

孫
も
小
さ
い
声
で
「
ほ
れ
薬
っ
て

お
い
し
い
ね
」
と　

う
れ
し
そ
う
に

ニ
コ
ッ
と
笑
っ
て
お
茶
を
飲
ん
で
い

た
　

私
は
今
夜　

70
歳
の
彼
女
と
ダ
ン

ス
を
し
て
い
る
夢
を
見
る
か
も
し
れ

な
い　

孫
は
誰
の
夢
を
見
る
の
だ
ろ

う
　

朝　

起
き
た
ら
孫
に
「
夕
べ
誰
か

の
夢
を
見
た
？
」
と
尋
ね
て
み
よ
う

　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
散
歩
し
て
い
た

夢
」
と
言
う
か
な
？

　

明
日
も
楽
し
い
１
日
に
な
り
そ
う

だ県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
賞
の
授
与
に
寄
せ
て

近
江
八
幡
市
　
石
橋
良
樹

　

第
48
回
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

が
平
成
21
年
11
月
13
日
に
米
原
市
の

県
立
文
化
産
業
交
流
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
長
年
老
人
ク
ラ
ブ
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
団
体
、
個
人
の

表
彰
が
あ
り
、
私
達
、
十
王
町
老
人

ク
ラ
ブ
は
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し

て
、
県
下
12
市
町
の
中
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
去
る
平
成
18
年
11
月
27
日

に
は
、
近
江
八
幡
市
老
人
ク
ラ
ブ
会

長
表
彰
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
回
の
表
彰
と
合
わ
せ
続
け
て

の
名
誉
に
、
感
謝
の
気
持
で
一
杯
で

あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
的
な
こ
と
な
が
ら
も
う

一
つ
感
慨
極
ま
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

れ
は
去
る
９
月
３
日
滋
賀
県
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
の
第
30
期
生
卒
業
式

が
、
同
じ
く
本
会
場
で
行
な
わ
れ
、

卒
業
証
書
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
高
齢
者
が
学
ぶ

機
会
と
し
て
、
定
年
退
職
期
を
迎
え

た
団
塊
の
世
代
の
受
講
を
想
定
し
て

お
り
、
退
職
後
に
地
域
を
見
つ
め
直

す
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
、

毎
年
奨
励
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

で
は
、
意
欲
満
々
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ

挑
戦
し
て
み
て
下
さ
い
。

元
気
で
長
生
き
が
し
た
い
…

近
江
八
幡
市
　
廣
田
彦
一

１　

は
じ
め
に

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
が

79
・
２
歳
、
女
性
が
86
・
０
歳
、
し

か
し
な
が
ら
い
く
ら
長
生
き
を
し
て

も
認
知
症
や
、
寝
た
き
り
の
状
態
で

は
ど
う
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

２ 　

元
気
で
長
生
き
し
た
い
た
め
に

　

私
は
元
気
で
長
生
き
し
た
い
た

め
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
私
な
り
に

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　

⑴ 

毎
日
午
前
中
は
仲
間
の
方
達
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。

　

⑵ 

暇
が
あ
れ
ば
滋
賀
県
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
で
習
っ
た
俳
句
づ

く
り
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

⑶ 

各
種
会
合
や
行
事
に
は
で
き
る

だ
け
参
加
し
、
仲
間
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。

３ 　

早
川
一
光
先
生
の
ボ
ケ
な
い
生

き
方

　

⑴ 

犬
や
猫
は
笑
わ
な
い
。
笑
う
の

は
人
間
だ
け
で
あ
る
。
全
身
で

笑
う
こ
と
。

　

⑵ 

友
達
が
た
く
さ
ん
い
る
人
は
ボ

ケ
に
く
い
。

　

⑶ 

趣
味
を
い
っ
ぱ
い
持
つ
こ
と
。

　

⑷ 

死
ぬ
前
に
預
金
通
帳
持
っ
て

も
、
あ
の
世
に
郵
便
局
や
銀
行

は
な
い
。

自
立

長
浜
市
虎
姫
　
饗
場
東
一

　

２
年
前
に
65
歳
に
な
り
大
井
町
老

人
ク
ラ
ブ
へ
入
会
し
ま
し
た
。

　

20
年
前
に
転
落
事
故
を
起
こ
し
脊

髄
損
傷
と
い
う
重
度
の
障
害
者
と
な

り
ま
し
た
。
胸
か
ら
下
の
下
肢
マ
ヒ

と
な
り
、
歩
行
困
難
の
障
害
が
残
り

車
椅
子
生
活
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て
、

排
泄
感
覚
、
腹
筋
・
背
筋
感
覚
も
同

時
に
失
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
主

治
医
よ
り
、
入
院
３
ヶ
月
目
に
は
じ

め
て
「
あ
な
た
は
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
車
い
す
生
活
で
す
」
と
告

げ
ら
れ
た
と
き
は
、
頭
の
中
が
真
っ

白
に
な
り
自
暴
自
棄
に
落
ち
込
ん

で
、
家
内
を
は
じ
め
多
く
の
人
を
困

ら
せ
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

や
が
て
症
状
が
落
ち
着
い
て
く
る

と
、
心
に
余
裕
が
出
来
、
こ
の
ま
ま

の
後
悔
い
っ
ぱ
い
の
人
生
で
終
わ
る

よ
り
、
障
害
が
あ
る
と
い
え
ど
も
、

何
か
出
来
る
こ
と
が
な
い
か
真
剣
に

考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
為
に
は

退
院
後
の
生
活
を
考
え
、
人
の
介
護

を
な
る
べ
く
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ

う
リ
ハ
ビ
リ
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
車
い
す
の
扱
い

や
ト
イ
レ
、
ベ
ッ
ト
へ
の
移
動
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
車
を
改
造
し
運

転
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
退
院
前

に
は
足
を
固
定
す
る
補
装
具
を
付
け

松
葉
杖
で
一
足
飛
び
で
歩
行
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
医
師
の
注
目
を
浴
び

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
院
前
夜
に
と
な
り
の
ベ
ッ
ト
に

入
院
し
て
お
ら
れ
た
方
が
「
家
へ

帰
っ
た
ら
、
粗
大
ゴ
ミ
に
な
る
な

よ
。
嫁
さ
ん
や
家
族
か
ら
捨
て
ら
れ

る
ぞ
」
と
言
わ
れ
、
は
じ
め
は
こ
の

言
葉
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
自

分
の
障
害
を
引
き
ず
り
、
そ
の
障
害

を
理
由
に
い
つ
ま
で
も
グ
チ
っ
て
い

て
は
、
家
族
も
嫌
気
を
さ
し
て
私
の

存
在
を
無
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

た
と
え
仕
事
が
出
来
な
く
と
も
、
常

に
前
向
き
な
生
活
態
度
を
示
す
こ
と

が
家
族
か
ら
理
解
を
得
る
方
法
と
思

い
、
退
院
後
は
家
内
に
働
き
に
出
て

も
ら
い
、
家
内
が
し
て
い
た
主
婦
業

を
主
夫
業
に
変
え
、
掃
除
、
洗
濯
、

炊
事
、
買
い
物
な
ど
を
１
日
か
け
て

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
３
年
続
き
ま

し
た
が
、
長
女
に
お
婿
さ
ん
が
来
て

頂
い
て
か
ら
は
主
夫
業
を
廃
業
し
、

町
内
の
福
祉
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ア
に

行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
時
、

障
害
を
持
っ
て
い
て
も
結
構
人
の
役

に
立
つ
こ
と
が
あ
る
も
の
だ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
に
は
、
虎
姫
町
役
場
へ

臨
時
職
員
で
雇
用
さ
れ
、
主
に
保
健

関
係
の
事
務
仕
事
を
担
当
し
約
６
年

間
虎
姫
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
通
い
ま

し
た
。

　

平
成
17
年
５
月
に
虎
姫
町
議
会
議

員
選
挙
が
挙
行
さ
れ
、
私
の
町
内
か

ら
、
ぜ
ひ
立
候
補
の
要
請
が
強
く
あ

り
、
は
た
し
て
障
害
を
持
つ
私
に
勤

ま
る
の
か
と
自
問
自
答
し
な
が
ら
出

馬
を
決
意
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
３

位
当
選
と
い
う
栄
光
を
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
と
き
、
障
害
が
あ
っ
て
も
何

か
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
な
い
か
と

考
え
て
い
た
こ
と
が
現
実
と
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ア
活
動
と
共
に
毎
日
の
生

活
に
生
き
が
い
を
肌
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。「
働
く
喜
び
」
と

い
う
よ
り
「
働
け
る
喜
び
」
が
私
の

人
生
を
大
き
く
変
え
る
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、

何
か
ひ
と
つ
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

あ
る
ん
だ
と
強
い
気
力
で
大
井
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
な
が
ら
67
歳

を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
私
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

「
も
う
…
」よ
り「
ま
だ
…
」の
精
神
。

「
も
う
67
歳
や
、
あ
か
ん
わ
」
い
う

よ
り
「
ま
だ
67
歳
、
こ
れ
か
ら
や
」

の
フ
ァ
イ
ト
で
残
さ
れ
た
人
生
を
謳

歌
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽

し
く
交
流近

江
八
幡
市
　
西
村
千
枝

　

秋
真
っ
盛
り
の
11
月
27
日
、
ま
わ

り
の
自
然
と
良
く
調
和
し
た
佇
い
の

竜
王
町
体
育
館
に
於
て
、
第
３
ブ

ロ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
の

健
康
へ
の
意
識
と
実
践
活
動
、
そ
し

て
ブ
ロ
ッ
ク
間
で
の
交
流
が
目
的
で

す
。
近
江
八
幡
、
安
土
、
日
野
、
竜

王
の
各
市
町
か
ら
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン

グ
16
チ
ー
ム
、
公
式
ワ
ナ
ゲ
16
チ
ー

ム
合
わ
せ
て
約
１
０
０
名
の
選
手
が

集
い
競
い
合
い
ま
し
た
。
私
達
岡
山

チ
ー
ム
は
ビ
ー
ン
ボ
ー
リ
ン
グ
に
配

さ
れ
、相
手
は
日
野
チ
ー
ム
と
決
定
。

競
技
方
法
は
３
人
が
指
定
位
置
か
ら

３
米
、
５
米
、
７
米
と
６
球
投
げ
て

１
回
の
ゲ
ー
ム
と
な
る
簡
単
な
も
の

で
す
。
暫
く
練
習
を
重
ね
る
内
、
忘

れ
か
け
て
い
た
昔
の
ボ
ー
リ
ン
グ
の

記
憶
を
私
の
奥
深
い
所
か
ら
呼
び
覚

ま
す
様
な
感
覚
に
な
り
夢
中
に
な
る

自
分
が
い
ま
し
た
。

　

昼
食
時
に
は
廊
下
の
隅
に
草
花
が

並
べ
ら
れ
「
ど
う
ぞ
ご
自
由
に
!!
」

の
札
。
皆
と
し
ば
し
園
芸
談
義
に
花

が
咲
い
て
…
。
こ
の
粋
な
計
ら
い
に

感
激
し
つ
つ
１
鉢
い
た
だ
く
事
に
し

ま
し
た
。
試
合
本
番
が
始
ま
る
と
会

場
は
一
気
に
歓
声
と
笑
い
の
渦
に

包
ま
れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
投
げ

終
っ
た
人
に
掛
け
る
「
上
手
々
々
」

の
声
も
雰
囲
気
を
盛
り
立
て
る
ア
ク

セ
ン
ト
に
な
り
、
知
ら
な
い
者
同
志

が
自
然
と
言
葉
を
交
す
様
に
な
り
ま

し
た
。
岡
山
チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
４

位
で
、
又
機
会
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
て

み
た
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
満
喫
し
た
１
日
を
企
画

し
て
下
さ
っ
た
役
員
皆
様
に
感
謝
し

つ
つ
帰
路
へ
。
そ
し
て
今
、
庭
の
隅

で
花
を
咲
か
せ
た
「
ア
ブ
チ
ロ
ン
」

の
可
愛
ら
し
い
紅
を
見
る
度
、
対
戦

し
た
日
野
町
の
方
々
は
お
元
気
だ
ろ

う
か
と
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
入
会
し
て
25
年
目

 

草
津
市

　
久
保
和
友

　
「
早
く
来
い
来
い
定
年
」
子
ど
も

が
「
早
く
来
い
来
い
お
正
月
」
お
正

月
を
待
っ
て
る
子
ど
も
の
よ
う
に
、

会
社
の
定
年
後
そ
し
て
老
後
、
そ
れ

は
楽
し
く
て
は
な
ら
な
い
。
待
っ
て

い
た
定
年
、
55
歳
が
来
る
と
私
は
う

れ
し
か
っ
た
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
入
会

資
格
を
県
老
人
学
校
の
入
学
も
60
歳

か
ら
な
の
で
私
は
仕
方
な
く
海
外
旅

行
へ
で
か
け
た
。
旧
制
中
学
の
時
も

会
社
勤
め
の
時
も
山
岳
部
だ
っ
た
か

ら
、
ま
だ
見
ぬ
エ
ベ
レ
ス
ト
、
キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
、
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
を
め

ざ
し
た
。
頂
上
へ
の
体
力
も
金
も
な

か
っ
た
の
で
麓
の
温
泉
で
山
を
見
て

い
る
だ
け
。
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
で
は

五
体
到
地
ま
で
は
よ
か
っ
た
が
高
山

病
で
苦
し
ん
だ
。
60
歳
が
来
る
と
、

待
っ
て
ま
し
た
と
町
内
老
ク
と
県
老

人
大
学
に
入
っ
た
。
い
ま
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
と
名
が
変
っ
て
有
料
だ

が
、
そ
の
頃
は
無
料
だ
っ
た
。

　

講
師
が
有
名
人
ば
か
り
、
た
だ
校

舎
が
な
く
、
大
津
の
い
ろ
い
ろ
な
ビ

ル
の
教
室
と
陶
芸
科
は
水
口
ま
で

通
っ
た
。
老
人
大
学
２
年
間
が
す
む

と
町
内
老
ク
の
役
員
が
ま
っ
て
い

た
。
町
内
会
の
氏
子
総
代
、
墓
地
管

理
委
員
、
近
く
の
公
民
館
「
や
す
ら

ぎ
学
級
」
の
会
長
な
ど
。
草
津
市
内

に
は「
ゆ
う
ゆ
う
び
と
」制
度
が
あ
っ

て
私
は
こ
れ
な
ら
後
に
教
え
ら
れ
る

も
の
を
登
録
し
て
お
く
と
お
呼
び
が

あ
っ
て
私
は
「
俳
句
の
作
り
方
」「
ナ

ツ
メ
ロ
の
楽
し
み
方
」
な
ど
お
呼
び

の
老
人
会
へ
で
か
け
た
。
老
人
ク
ラ

ブ
で
は
県
大
会
で
「
私
の
主
張
」
が

入
選
し
て
米
原
の
大
ホ
ー
ル
、
ぎ
っ

し
り
と
１
５
０
０
人
、
満
席
の
壇
上

で
15
分
与
え
ら
れ
た
。「
待
っ
て
い

ま
し
た
定
年
」
か
ら
の
私
の
報
告
で

し
た
。「
早
く
来
い
来
い
60
歳
」待
っ

て
い
た
よ
う
に
入
会
さ
せ
て
貰
っ
た

老
人
ク
ラ
ブ
、
や
が
て
25
年
目
に
な

り
ま
す
。

ひろば
会員がつくるページ
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第
38
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
、
平
成
21
年
10
月
29

日
、
30
日
の
２
日
間
に
わ

た
っ
て
奈
良
市
で
開
催
さ

れ
、
滋
賀
県
老
ク
連
か
ら
橋

本
県
老
ク
連
会
長
を
は
じ
め

31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
５
つ
の
研
究

部
会
に
分
か
れ
ク
ラ
ブ
活
動

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
熱
心

に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
第
１
研
究
部
会
で
本
県

彦
根
市
老
ク
連
宮
野
武
男
会

長
か
ら
「
幅
広
い
事
業
か
ら

健
康
づ
く
り
と
若
手
会
員
の

獲
得
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し

て
今
年
度
か
ら
新
た
に
取
り

組
ん
で
い
る
健
康
づ
く
り
教

室
、
若
手
会
員
の
増
強
を
目

指
し
た
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
活

動
や
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
発
表
さ

れ
、
活
発
な
意
見
交
換
や
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
研
究
部
会
「
健
康
づ

く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推

進
」
こ
の
活
動
は
「
地
域
に

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の

輪
を
広
げ
よ
う
！
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
多
く
の
ク

ラ
ブ
で
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
活
動
を
支

援
・
協
力
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
全
国
で
３
８
１
名
の
健

康
づ
く
り
推
進
員
が
活
躍
し

て
い
る
。
こ
の
部
会
で
は
各

地
に
お
け
る
「
健
康
づ
く
り

推
進
員
」
の
活
動
実
践
を
報

告
い
た
だ
く
と
共
に
、
関
係

す
る
諸
団
体
と
の
連
携
し
た

介
護
予
防
活
動
の
実
践
か
ら

学
び
ま
す
。

　

第
２
研
究
部
会
「
高
齢
者

同
士
の
支
え
合
い
活
動
の
推

進
」
高
齢
者
世
帯
と
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
は
今
後
増
え
続

け
る
こ
と
が
推
計
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
中
で
高
齢
者
を

孤
立
し
な
い
社
会
を
つ
く
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
友
愛
活
動

と
し
て
声
か
け
や
訪
問
活

動
、
サ
ロ
ン
活
動
の
実
践
も

広
が
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
部

会
で
は
、
ク
ラ
ブ
に
お
い
て

高
齢
者
同
士
が
必
要
と
さ
れ

る
情
報
を
共
有
し
、
心
の
交

流
を
深
め
て
支
え
合
う
こ
と

に
よ
り
安
心
で
心
豊
か
な
生

活
の
実
現
を
目
指
す
。

　

第
３
研
究
部
会
「
環
境
に

や
さ
し
い
活
動
の
推
進
〜
き

れ
い
な
地
球
を
子
ど
も
た
ち

へ
」
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
清
掃

美
化
活
動
に
日
常
的
に
実
施

さ
れ
、
昨
年
か
ら
「
社
会
奉

仕
の
日
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
「
き
れ
い
な

地
球
を
子
ど
も
た
ち
へ
」
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
部

会
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
活

動
の
実
践
発
表
か
ら
学
び
こ

れ
か
ら
の
活
動
の
展
望
を
見

出
す
。

　

第
４
研
究
部
会
「
仲
間
づ

く
り
の
推
進
〜
全
老
連
中
間

づ
く
り
活
動
部
門
受
賞
団
体

の
発
表
」
人
間
関
係
が
地
域

に
お
い
て
希
薄
に
な
っ
て
い

る
現
在
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
と

お
し
て
仲
間
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
は
個
人
の
健
康
や
生

き
が
い
に
寄
与
す
る
だ
け
で

な
く
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り

へ
の
布
石
に
も
な
る
。
２
年

間
の
「
活
動
賞
」
受
賞
団
体

の
取
り
組
み
状
況
や
ア
イ
デ

ア
等
の
活
動
内
容
を
学
ぶ
。

　

第
５
研
究
部
会
「
過
疎
地

に
お
け
る
ク
ラ
ブ
活
動
」
過

疎
地
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ

の
実
情
や
地
域
住
民
と
の
交

流
の
中
で
の
活
動
推
進
、
地

域
の
担
い
手
と
し
て
の
期
待

を
テ
ー
マ
に
研
究
協
議
し
今

後
の
過
疎
地
に
お
け
る
ク
ラ

ブ
活
動
の
目
安
を
考
え
る
。

　

第
２
日
目
は
、
総
会
・
式

典
が
開
か
れ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
春
日
大
社
南
都
楽
所

の
春
日
舞
楽
が
披
露
さ
れ

た
。
式
典
で
は
鈴
木
秀
雄
奈

良
県
老
ク
連
会
長
の
歓
迎
の

言
葉
に
つ
づ
き
、
斎
藤
十
朗

全
老
連
会
長
あ
い
さ
つ
の
後

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次

回
は
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
成
21
年
11
月
10
日
か
ら

13
日
ま
で
、
第
７
期
健
康
づ

く
り
中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
突
然
こ
の
私
が
？
」
と

言
う
の
も
、
事
の
起
こ
り
は

義
母
の
骨
折
で
し
た
。
入
院

加
療
中
の
義
母
に
、会
報「
い

き
い
き
近
江
（
21
年
８
月

号
）」
を
届
け
に
行
き
、
私

も
少
し
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
健
康

づ
く
り
推
進
員
の
募
集
記
事

に
目
が
と
ま
り
、
義
母
に
声

を
か
け
て
、
県
老
連
へ
足
を

運
ぶ
次
第
と
な
り
ま
し
た
。

　

幸
運
な
事
に
、
今
年
度
の

中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
く
事
が
で
き
、
た

く
さ
ん
の
資
料
と
共
に
多
く

の
活
躍
中
の
諸
先
輩
に
教
え

を
請
う
機
会
を
得
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
は
栄
養
関
係
で

す
が
、
中
央
セ
ミ
ナ
ー
で
は

運
動
・
栄
養
・
医
療
・
歯
・

薬
・
事
故
防
止
・
制
度
・
施

策
と
多
方
面
に
わ
た
り
、
高

名
な
講
師
の
方
々
を
お
迎
え

し
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

短
期
集
中
型
の
密
度
の
濃
い

研
修
を
終
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

私
は
高
度
成
長
期
に
生
を

受
け
、
与
え
ら
れ
る
事
が
あ

た
り
ま
え
の
物
の
あ
ふ
れ
る

時
代
に
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
自
ら
が
開

拓
し
、
求
め
、
事
を
成
し
遂

げ
て
こ
ら
れ
た
諸
先
輩
の

方
々
に
は
尊
敬
の
念
を
禁
じ

え
ま
せ
ん
。

　

全
老
連
の
掲
げ
て
お
ら
れ

る
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
３
本
柱
。
私
も
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
少
し
で

も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
け

た
ら
幸
と
存
じ
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

 

（
大
井
と
し
子
）

活

支

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
奈

良
県
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
る

健
康
づ
く
り

中
央
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

〒520-3026　滋賀県栗東市下鈎913番地1
TEL：077－552－8746　FAX：077－552－8671

http://www.panahome.jp/shiga/index.html

あなたと夢を、ごいっしょに。

「オール電化」と「光触媒タイル」は技術と実績のパナホーム
お近くの営業所、展示場にお問合わせください。

リフォームのご相談も承ります。
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★オレオレ詐欺～
 　子どもや家族の名前を使って、事件や事故の補償金（示談金）、公金使い込みの穴埋め費用

の振り込みを指示してくる。

　（注） バイク便等を装い、直接集金に来るケースが増加しています。一旦電話を切って、家族・

関係者に確認・相談してください。

　（注）「事前に電話番号が変わった」と連絡してくることもあります。

──────────被害者にならないために！──────────
　　①相手に名前を言わせる。　　　　②こちらからは絶対連絡しない。

　　③本人・家族の情報は教えない。　④本人・関係者・仕事先に確認する。

　　⑤家族しか知らないことを尋ねる。　

　　　（例）・家族でない人の名前をだして話す　・飼っていないペットのこと等を話すす

◎不安を感じたら　＃
シャープ

9110　警察総合相談窓口へ（携帯電話からもOK）

１．県内の交通事故死者
① 平成20年　79人

②平成21年　65人

２．事故にあわないために！
① 止まる…飛び出したり、いきなり渡り始めずに、必ず一度
止まりましょう。

②見る…止まってから、右・左を確認しましょう。
③待つ…自動車が見えたら、無理せず待つようにしましょう。
④確かめる…周囲の安全を確認してから、渡り始めましょう。

３．交通安全教室への参加
① 現状の認識…事故の発生状況などの情報を収集しましょ
う。
② 反射材の活用…夜間事故にあわないために、反射材の活用
方法等を習いましょう。
③自転車の利用法…安全利用５則を守りましょう。
④ 電動車いす…誤った操作や乗り方によっては、大変危険な
乗り物になります。

【注】交通安全教室に参加して、自分を守るための知識を身につけましょう。

「なくそう犯罪」滋賀安全なまちづくり実践県民会議／滋賀県警察本部
（財）滋賀県老人クラブ連合会

振り込め詐欺　急増
次は、あなたかも知れませんよ！

絶対
ダメ

歩行者 自転車

高齢者の交通安全教室
高齢者の交通事故防止～あなたの命を守るのはあなた自信です！

平成22年度　滋賀県交通安全スローガン

貼ってます　孫からもらった　反射材

7％ 13％ 9％ 18％ 9％ 43％（内75歳以上は16人）

1％

↑
20歳未満
６人

↑
20代
10人

↑
30代
7人

↑
40代
1人

↑
50代
14人

↑
60～64歳
７人

↑
65歳以上（高齢者）

34人

1％

3％ 9％ 14％ 14％ 8％ 51％（内75歳以上は21人）
20歳未満↑

６人　
↑
20代
2人

↑
30代
7人

↑
40代
9人

↑
50代
9人

↑
60～64歳
5人

↑
65歳以上（高齢者）

33人
【注】75歳以上の死亡者が増加しています。
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わたしたちは、びわこ豊熟シニアクラブの活動を応援しています

　

会
員
様
の

ご
協
力
に
て

広
報
紙
「
い

き
い
き
近
江
」
を
３
回
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

紙
面
作
り
で
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
メ
リ
ッ
ト
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
よ
り
特
筆
す
る
地
域
だ

よ
り
を
よ
り
多
く
掲
載
す

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

　

表
現
で
は
、「
子
供
」

を
「
子
ど
も
」、「
老
人
会
」

を
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
へ
現

代
的
に
改
め
ま
し
た
。

　

物
が
豊
か
に
な
る
に
つ

れ
、
人
の
心
は
乱
れ
、
潤

い
を
失
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
誰
れ
も
が
心
の

ど
こ
か
で
優
し
い
言
葉
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
員
か
ら
率

先
し
て
一
声
を
掛
け
、
一

人
で
も
多
く
の
人
と
の
つ

な
が
り
を
地
域
で
作
り
ま

し
ょ
う
。
ひ
い
て
は
新
会

員
の
加
入
促
進
に
つ
な
が

れ
ば
更
に
幸
せ
で
す
。

 

（
吉
田
廣
藏
）

後
記
編
集

　

米
原
市
老
ク
連

は
、
合
併
前
の
旧
４

町
の
老
ク
連
の
連
合

体
で
す
が
、
そ
の
一

つ
で
あ
る
山
東
老
ク

連
で
「
花
い
っ
ぱ
い

運
動
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
シ
ル
バ
ー
青

年
倶
楽
部
の
活
動
を

紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
部
は
高
齢
者

の
生
き
甲
斐
事
業
と

し
て
、
平
成
８
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
人
に
花

の
心
を
」
を
合
い
言

葉
に
、（
１
）
社
会

参
加
で
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
、（
２
）

感
謝
と
奉
仕
の
気
持

ち
を
育
む
、（
３
）
花
い
っ
ぱ

い
の
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
る
、

（
４
）
同
年
齢
や
世
代
間
の
交

流
を
深
め
親
睦
を
図
る
、（
５
）

心
身
の
健
康
を
維
持
し
て
暮
し

を
楽
し
む
、
を
目
的
に

毎
年
百
数
十
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
り
花
の

苗
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
２
色
の
種
を
蒔
き
、

１
ヶ
月
程
経
っ
た
頃
稚

苗
で
購
入
し
た
３
色
の

ベ
ゴ
ニ
ア
と
共
に
ポ
ッ

ト
へ
仮
植
え
し
て
、
ハ

ウ
ス
の
中
で
１
ヶ
月
間

育
て
ま
す
。
年
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
が
、
凡
そ

７
千
数
百
本
の
苗
が
で

き
ま
す
。
そ
の
内
２
千

本
程
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
定
植
し

て
、
あ
と
の
ポ
ッ
ト
苗
と
共
に

地
域
内
の
集
会
所
そ
の
他
の
公

共
施
設
53
ヶ
所
に
お
届
け
し
ま

す
。
お
届
け
し
た
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
と
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
は
初
夏

か
ら
晩
秋
に
か
け
て
地
域
の
あ

ち
こ
ち
を
飾
り
人
々
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

秋
は
パ
ン
ジ
ー
の
苗
づ
く
り

で
す
。
９
月
初
め
に
４
色
の
種

を
蒔
き
、
11
月
中
旬
に
各
所
に

お
届
け
し
ま
す
。
パ
ン
ジ
ー
は

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
く

れ
ま
す
。

　

作
業
と
し
て
は
他
に
、
播
種

か
ら
定
植
ま
で
の
水
や
り
、
そ

の
都
度
毎
の
準
備
等
大
変
で
す

が
、
皆
が
寄
り
集
っ
て
作
業
を

し
、
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
と
心

が
晴
れ
や
か
に
な
り
、
元
気
が

も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
花
を
お

届
け
し
た
時
、「
あ
り
が
と
う
。

本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

と
お
礼
の
言
葉
を
頂
く
と
、
ま

た
や
る
気
が
出
て
来
ま
す
。

　

一
昨
年
の
６
月
、
豊
橋
市
老

ク
連
の
理
事
35
人
の
皆
さ
ん
が

見
学
に
来
ら
れ
、
花
苗
場
い
っ

ぱ
い
に
咲
き
誇
る
定
植
直
前
の

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
ベ
ゴ
ニ
ア

を
見
て
「
緑
あ
ふ
れ
る
自
然
の

中
だ
か
ら
こ
そ
、
一
段
と
映
え

る
の
だ
な
ぁ
！
」
と
感
動
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

山
東
シ
ル
バ
ー
青
年
倶
楽
部

の
こ
の
活
動
が
ず
っ
と
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。 
（
山
中
茂
樹
）

いきいき

通 信
ク ラ ブ 活 動
サークル活動
紹介コーナー

「花いっぱい運動を展開」   米原市山東老ク連

●夏の交通安全県民運動●

期
　
間

７月15日（木）
～

７月24日（土）

①高齢者と子どもの交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③ 全席シートベルトとチャイルドシート
の正しい着用の徹底

④ 夕暮れ時・夜間の交通事故防止と反射材
の普及

☆　みぎひだり　親子で渡る　カイツブリ　☆

びわこ豊熟シニアクラブ
滋賀県老人クラブ連合会
びわこ豊熟シニアクラブびわこ豊熟シニアクラブ
滋賀県老人クラブ連合会滋賀県老人クラブ連合会
　老人クラブは、高齢者の仲間同士がクラブ活動を通じ、暮らしを豊かなものにするとともに、
知識と経験を生かして社会の一員としての役割を果たすことを目的にした自主団体です。
　あなたも仲間づくりに参加しませんか！
※老人クラブの三大運動は「健康」「友愛」「奉仕」です。

★お問合せは、各市町老人クラブ連合会事務局までお願いします。★
大　津　市 077-525-6273 彦　根　市 0749-23-1506 長　浜　市 0749-65-7822
近江八幡市 0748-33-3107 草　津　市 077-516-0350 守　山　市 077-585-3389
栗　東　市 077-554-6108 野　洲　市 077-588-2940 湖　南　市 0748-72-4102
甲　賀　市 0748-62-6842 高　島　市 0740-25-3450 東 近 江 市 0748-22-6000
米原市山東 0749-55-3933 米原市伊吹 0749-58-1634 米原市米原 0749-54-3110
米原市近江 0749-52-4393 安　土　町 0748-46-4981 日　野　町 0748-52-1219
竜　王　町 0748-58-3700 愛荘町秦荘 0749-37-4104 愛荘町愛知川 0749-42-7757
豊　郷　町 0749-35-3632 甲　良　町 0749-38-2911 多　賀　町 0749-48-8127
長浜市虎姫 0749-73-5061 長浜市湖北 0749-78-2145 長浜市高月 0749-85-5700
長浜市木之本 0749-82-5419 長浜市余呉 0749-86-2195 長浜市西浅井 0749-89-1121

●新入学（園）児と高齢者の交通事故防止運動●

期
　
間

３月15日（月）～４月15日（木）

① 新入学（園）児に対する交通安全教育・指導の徹底
②子どもを守る安全運転の励行
③通学・通園路の安全確保の推進
④高齢者の交通事故防止

☆　まがりかど　くるまくるかな　たしかめよう　☆


